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第 1号議案 平成 19 年度活動報告と決算 

 
平成 19 年度事業報告書 

自 平成 19 年 4 月 01 日 至 平成 20年 3月 31 日 

 

 

平成 19 年度は、「さらなる挑戦～社会に貢献するエンジニア集団を目指して」というモットーの

もと、7 月に移転完了した新事務所を拠点に様々な活動を行いました。 

また、NCEES 及び JPEC の尽力により、今年の秋から日本で PE/FE 試験が再開しましたので、この

試験に関する会員や外部団体への支援活動を積極的に実施しました。 

具体的には、 

ⅰ．会員への継続学習・技術向上の機会提供のため、以下を実施しました。 

- CPD セミナー 英米法、製品安全など社会貢献を意識した新たな視点を加味 

- 現場見学会 

- ビズネス英語コース 

- エンジニアズサロン 

- MOT 研究会 

ⅱ．FE 会員の PE 受験対策支援として、PE受験セミナーを実施しました。 

ⅲ．日本で実施された PE/FE 試験の支援・普及のため、以下を実施しました。 

- PE/FE 試験の JPEC 支援 (会場設営補助、プロクター派遣など) 

- 企業・大学向けの PE/FE 試験説明会・受験講座 

- PE/FE 合格祝賀会開催 (JPEC との共催) 

- その他、適宜会員へ情報発信 

ⅳ．会員へのより良い情報発信のため、JSPE マガジン (年 4回発刊予定) の創刊号を発刊し、

またホームページの改編に取組みました。 

ⅴ．イベント参加や開催を通じ、NSPE、NCEES、SAME 等との国際交流を図りました。 

 
(文中略称)  

JPEC: The Japan PE/FE Examiners Council (日本 PE・FE 試験協議会) 

NSPE: National Society of Professional Engineers 

NCEES: National Council of Examiners for Engineering and Surveying 

SAME: Society of American Military Engineers (米国軍事エンジニア協会) 

 

以下に平成 19年度に行いました事業の概要を報告します。 

 

 

１．会員数の状況 

 平成 19 年 3 月 3１日現在 平成 20 年 3 月 3１日現在 

PE 会員 127 130 (+3) 

PEN 会員 (今年度新設) - 6 (+6) 

EIT 会員 202 187 (-15) 

一般会員  15 18 (+3) 

学生会員  4 3 (-1)      

  合計  348 344 (-4) 

     このほか、賛助会員が１ 
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２、総会開催 第７回通常総会 

平成 19 年６月９日東京グランドホテルにて 

平成 18 年度事業・決算報告承認 

平成 19 年度事業・予算計画承認 

定款の一部改定について承認 

３．理事会開催 通常理事会 計 10回開催 

４．セミナー開催 

 CPD セミナー（鬼金セミナーを含む）    

 PE 受験セミナー      

 特別 CPD セミナー   

 現場見学会  

 ビズネス英語セミナー 

 

５．記念行事 

 イヤーエンドパーティー 

 

 PE、FE 合格祝賀会（2回）  

 

 

６．PE/FE 試験応援（日本 PE・FE 試験協議会の要請による）              

 FE 試験 (試験会場：芝浦工業大学) 

 PE/FE 試験（試験会場：芝浦工業大学）  

 

７．エンジニアズサロン（討論会・勉強会） 

 「エンジニアズサロン」（東京、横浜） 

 

８．国際交流 

 NSPE 

(1) Annual Meeting（Denver, CO）に参加 

 NCEES    

(1) 交流会 

(2) 連絡会議 

 SAME (Engineer’s Week の一環) 

交流会 (Co-generation 設備見学) 

 

９．他の組織との交流 

 企業向け PE/FE 試験説明会 

 大学向け PE/FE 試験説明会 

 三菱重工業様向け FE 受験講座 

 三菱重工業様 神戸造船所 進水式参加 

 

１０．その他 

 事務所移転 (石原ビル 2F) 

 MOT 研究会 

 

18 回（内、関西 13回） 

1 回 (関西) 

1 回（総会時） 

1 回（名古屋） 

11 回 

 

 

平成 19 年 12 月 8 日（関西）、 

平成 19 年 12 月 22 日（東京） 

平成 19 年 9 月 8 日（東京） 

平成 20 年 3 月 8 日（東京） 

 

 

平成 19 年 4 月 22 日 

平成 19 年 10 月 28 日 

 

 

計 8 回（東京-奇数月、横浜-偶数月） 

 

 

 

平成 19 年 7 月 26 日～29日 

 

平成 19 年 10 月 27 日 

平成 19 年 4 月 22 日、10月 28 日 

 

平成 20 年 1 月 14 日 

 

 

計 5 回開催 

計 5回開催 

平成 19 年 7 月 19 日、20年 1月 25 日 

平成 19 年 9 月 8 日 

 

 

平成 19 年 7 月 28 日 完了 

平成 19 年 11 月 23 日（名古屋） 
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部会ごとの活動の概要を以下に示します。 

● 企画部会 エンジニアズサロン（計 8回）、イヤーエンドパーティーを開催しました。 

平成 18 年度事業報告書の立案、編集、校正、発行をしました。 

● 教育部会 CPD セミナー、PE 受験セミナー及びビズネス英語セミナーを計 30 回開催し

ました。 

PMI/REP 登録更新に伴う品質監査 (3 年に一度) を完了しました。 

● 広報部会 ホームページを改訂しました。 

全行事の案内および記録を発信しました。 

● 渉外部会 PE/FE試験の会場設営等支援、プロクター派遣を行いました。 

NSPE 、NCEESと交流を図りました。 

エンジニアズ・ウィークに SAME との交流イベントを開催しました。 

大学・企業向け PE/FE 試験説明会、企業向け FE 試験受験講座を実施しまし

た。 

● 会員部会 会員募集活動を通して新規会員を得ました。 

PE・FE 合格祝賀会を実施しました。 

● 会計部会 会計業務全般、税務署対応を実施しました。 

平成 18 年度決算報告をしました。 

平成 19 年度予算を作成しました。 

● 総務部会 理事会、総会を開催しました。 

2006 年度事業報告を東京都庁へ提出しました。 

役員改正に伴う各種届出書類を法務局ならびに東京都庁へ提出しました。 

過去 3 年分の年度事業活動報告書を国会図書館へ納本・登録しました。 

事務所移転に伴う諸手続きを実施しました。 

（関西分会） 関西地区のセミナーを開催しました。 

三菱重工業様開催の進水式に参加しました。 

イヤーエンドパーティーを開催しました。 

（名古屋分会） 名古屋地区の見学会を開催しました。 
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第 1号議案 平成 19 年度決算   
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第 1号議案 平成 19 年度決算    
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第 1号議案 平成 19 年度決算   
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第 1号議案 平成 19 年度決算   
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第 1号議案 平成 19 年度決算  
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第 1号議案 平成 19 年度決算 
 

  以上の通りご報告申し上げます。 

        

   平成２０年 ４月 ２６日    

        

   会長  植村 大輔     

        

            

         

   監 査 報 告 書     

        

 

日本プロフェッショナルエンジニア協会監事は、同法人の平成１９年度（平成１９年

４月１日から平成２０年３月３１日）までの事業報告に関して、理事の業務執行状況

および法人の財産状況について、監査を実施しました。 

 その結果、同法人の事業報告、収支計算書、正味財産増減計算書、貸借対照表並び

に財産目録は適正と認めます。 
        

        

        

   平成２０年 ４月 ２６日    

        

        

   監事   大久保 和彦     

        

        

   監事  武田 正紀     
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第 2号議案 平成 20 年度活動計画と予算 

 
平成 20 年度活動計画 

 
自 平成 20 年 4 月 01 日 至 平成 21年 3月 31 日 

 

 

設立８年目にあたる 2008 年の JSPE のモットーは 

「目指せ！世界に羽ばたくエンジニアを」 

としました。 

近年、地球温暖化・エネルギー効率化・物流の活性化等エンジニアが地球規模で取り巻くべき問

題が増え、PE の活躍の場もグローバルに広がってきています。当協会もそれに対応すべく、世界

レベルで活躍できる視点・知識を持ったエンジニアを育成していきたいと考えています。重点項

目として以下のものをあげます。 

ⅰ．PE 試験及登録に関する情報の発信・サポートを強化します。 

ⅱ．会員相互の業務・技術に関する情報交換の場を増やして参ります。 

ⅲ．地球規模の話題をテーマにしたセミナー・サロンを行っていきます 

 

具体的には、以下の活動を計画しております。 

 

１．教育活動 

 CPD セミナー     

 PE 受験セミナー      

 プロジェクトマネジメントセミナー  

 見学会 

 

２．記念行事 

 イヤーエンドパーティー      

 PE、FE 合格者祝賀会開催         

 

３．FE 試験応援（日本 PE・FE 試験協議会への応援） 

 PE/FE 試験 

 

４．エンジニアズサロン・カフェ（討論・勉強・交流会）開催 

 「エンジニアズサロン」（東京）                        

 「YES」（横浜）              

 

５．国際交流 

 NSPE 年次総会への参加       

 NCEES との交流会              

 

６．他の組織との交流 

 在日米軍エンジニア協会（SAME）との共同会議 

 Engineer’s Week への参加 

 

７．広報活動 

 ホームページ改訂 

 JSPE マガジン発行  

 

 

年 6 回   (東京、関西)  

年 2 回   (東京、関西） 

年 10回   (関西） 

年 1回 

 

 

12 月     （東京、関西） 

9 月、3月 (東京) 

 

 

4 月、10 月（東京） 

 

 

年 5 回 

年 6 回 

 

 

7 月 

4、10 月 

 

 

年 1～2 回 

3 月 

 

 

年 1 回 

年 4 回 
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８．理事会・総会 

 理事会  

 総会  

 

９．その他 

 地方部会発足・支援  

 図書購入  

 大学・企業への PE試験、JSPE の認知活動 

 事業報告書作成  

 

 

年 11 回 

6 月(東京) 

 

 

随時 

年 1回 

随時 

年 1回 

 

 

これらを実現していくために、以下の点を強化していきます。 

１．新入会員の獲得（会員数の増加）と JSPE 会員へのサービス 

２．JPEC（日本 PE/FE 試験協議会）との連携の強化 

３．広報活動（協会内・外共）の強化 

４．賛助会員・協賛企業の増加 
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第 2号議案 平成 20 年度予算  
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報告事項   定款細則の改訂    
平成 19 年 9 月度理事会の審議決定により、以下の通り定款細則を修正しましたので報告しま

す。 

 

現在の定款 定款改定事項 

細則 
第２章 会員 
【入会資格】 
第 2 条  
（中略） 
2 定款第 6 条第 2 号で規定する準会員の入会資

格をつぎのとおり定める。 
 
 
 
 
 
 

(1) 米国のいずれかの州のＦＥ試験に合格した

者で理事会の承認を得た者（ＥＩＴ会員と呼

ぶ）。これらの者は、原則として日本在住者とす

るが、赴任・留学等で一時期外国に居住する者

も認める。 
(2) 大学の理工学系課程を修得した者で理事会

の承認を得た者（一般会員と呼ぶ）。これらの者

は、原則として日本在住者とするが、赴任・留

学等で一時期外国に居住する者も認める。 
(3) 大学の理工学系課程を習得中の者で理事会

の承認を得た者（学生会員と呼ぶ）。これらの者

は、原則として日本在住者とするが、留学等で

一時期外国に居住する者も認める。また、技術

職が会社等から派遣され、一時的に大学または

大学院に学ぶ場合は、一般会員として扱う。 

細則 
第２章 会員 
【入会資格】 
第 2 条  
（中略） 
2 定款第 6 条第 2 号で規定する準会員の入会資

格をつぎのとおり定める。 
(1) NCEES (全米PE試験協議会) が行うPE試

験に合格し、いずれかの州への登録をこれから

行う者で理事会の承認を得た者 (準 PE 会員と

呼ぶ)。これらの者は、原則として日本在住者と

するが、赴任・留学等で一時期外国に居住する

者も認める。 
(1) (2) 米国のいずれかの州のＦＥ試験に合格

した者で理事会の承認を得た者（ＥＩＴ会員と

呼ぶ）。これらの者は、原則として日本在住者と

するが、赴任・留学等で一時期外国に居住する

者も認める。 
(2) (3) 大学の理工学系課程を修得した者で理

事会の承認を得た者（一般会員と呼ぶ）。これら

の者は、原則として日本在住者とするが、赴任・

留学等で一時期外国に居住する者も認める。 
(3) (4) 大学の理工学系課程を習得中の者で理

事会の承認を得た者（学生会員と呼ぶ）。これら

の者は、原則として日本在住者とするが、留学

等で一時期外国に居住する者も認める。また、

技術職が会社等から派遣され、一時的に大学ま

たは大学院に学ぶ場合は、一般会員として扱う。 
細則 
第２章 会員 
【入会資格】 
第 2 条  
（中略） 
7 ＥＩＴ会員がＰＥ試験に合格した後、理事会

に所定の会員登録変更届けをもってすみやかに

登録変更申請をしなければならない。理事会の

承認後直ちにＰＥ会員となる。 

細則 
第２章 会員 
【入会資格】 
第 2 条  
（中略） 
7 ＥＩＴ会員がＰＥ試験に合格した後、理事会

に所定の会員登録変更届けをもってすみやかに

登録変更申請をしなければならない。理事会の

承認後直ちにＰＥ会員又は準 PE 会員となる。 

細則 
第２章 会員 
【入会金および会費】 
第 3 条 
（中略） 
3、 準会員は以下のとおりとする。 
入会金 3,000 円   年会費  6,000 円 

細則 
第２章 会員 
【入会金および会費】 
第 3 条 
（中略） 
3、 準会員は以下のとおりとする。 
入会金 3,000 円   年会費  6,000 円 
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但し、ＥＩＴ会員は年会費は 9,000 とする。 
 
また、学生会員は入会金を免除する。学生会員

の年会費は 3,000 円とする。 

但し、準 PE 会員及びＥＩＴ会員は年会費は

9,000 円とする。 
また、学生会員は入会金を免除する。学生会員

の年会費は 3,000 円とする。 

 


